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(Xl，X2，X3)は船長Lで無次元化した Car旬cian座標である。ここに、 Xl，X2，X3はそれぞれ船
首尾方向で船尾に向けて正、左右舷方向で右舷に向けて正、上下方向で鉛直上方に向けて
正の座標、 Ul，U2， U3は一様流速Uoで無次元化した速度成分、 aは加速度、 Oijは Kronecker
のデル夕、 pは擬似圧縮パラメー夕、 p= pr + X3/Fn2は重力項を含んだ圧力で prは実圧
力、 Fnはフルード数、 ν三円 +1/Rn、Rnはレイノルズ数、的は Baldwin-Lomax乱流モ
デルから与えられる渦動粘性係数である。
一般化された Reynolds の輸送定理を用いて~ (1)式をコントロールボリューム V(t)で積分
すると、次式を得る。
~ r qdV+ {(σF;;'+Fvr町Yパ αωh叫Jハ~川rπm)川n科mds
at JV(οt) JS(れt) 一~ト JV(れt)
ここに、 S(t)はV(t)の境界面、 ωmはS(t)の移動速度、 nmはS(t)の外向き単位法線ベク
トルである。コントロールボリュームとして格子セルを用いると、 (3)式は次式の様に離散
化できる。
会川ふk+ (F¥ + Fv1 )i+l/2J，kー侃+Fvdi-1/2J，k + (F2 + Fv2)iJ+l/2，k 
一(F2+ Fv2)iJ-1/2，k + (F3 + Fv3)ij，k+1/2 -(F3 + Fv3)iJ，ト1/2一(aV)iJ，k= 0 (4) 





O(Fl)i+1/川三す1(qR，(Sn)E1)WM-F1(qL，(Sn)El)1+山，k= Ai+l~~J ，k6qi+1~~J ，k (6) 
ここに、




ALR = R*A*Lホー (SW)6I= R事(A本一 (SW)6I)L*三 RAL (8) 
4-
時間微分にはpαde時間差分を用いる。
θ1 ム where ムqD三 qD+l_ qD (9) 一一一θT ムr1+0ム
(4)式を (9)式に代入すると、最終的に関係式は次式のようになる。
(yD ~qD ki，k + 0ムTム[('F¥+ FvU+l/2J，kー('F¥+ Fvdi-1/2J，k + (F2 + Fv2)iJ+1/2，k 
一(九+Fv2)iJ-l/2，k + (F3 + Fv3)iJ，k+l/2ー(九十Fv3)iJ，k-l/2]D=ームr[(Fl+ Fvdi+1/2j，k 
-(Fl + FvU-1/2j，k + (F2 + Fv2)ij+1/2，k + (九+Fv2)ij-1/2，k + (F3 + Fv3)ij，k+1/2 (10) 
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P = Pair +辛 (X3= h 0山 -surf:悶)川
ここに、 nmは単位法線ベクトルである。




= Se2[(Um ー ω m)U1n~ + (Pair +一)ð'mn~ -νl一一+一一1n~ (12) Fn2/Vlm"m V ¥θXm ' dx， J"m 




(F2 + Fv2)4 = (Sn)~(ßUm -Pωm) = S6(sue2 -pW6) = Se2(s -p)U6 (13) 
一方、運動学的境界条件は自由表面適合座標を用いると次式となる。
δh 


















を小さくした。計算格子数は Xl，X2，X3方向日 ix j x k = 81 x 41 x 25、計算領域は無次元
距離でそれぞれの方向に-1.0 謡 Xl孟1.5 、 0.0 話 X2~五 0.75、・0.75 室長 X3~玉最大波高である。






シンケージ共固定した状態で計測されたデータを用いた。実験はフルード数が Fn= 0.10 
~0.41 、 Rn = 1.0 x 106~5.0 X 106の範囲で実施され、抵抗試験、波紋、船側波形と船体
圧力分布が計測された。


































































































[3] Shiotani S. and Kodama Y. : Numerical Simulation ofViscous Flows with Free-Surface 
around a Ship Model， Computational Mechanics '95 Theory and Applications， Proceed-
ings of the International Conference on Computational Engineering Science， Springer， 
pp.838・843，1995. 
[4] Cooperative Experiments on Wigley Parabolk Models in Japan， prepared by IHI， SRI， 


































Rn=3.277 x 106 
図4 船体周りの計算と実験波紋の比較
Computed Fn=0.289 
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と、 ghostscriptは動きませんが、 dviprtという DVIファイルを印制するソフトが走ります。


































































































































































































































・畠一彦:世界の感染症・寄生虫症のネットワーク情報.医学のあゆみ. 175: 8，565-570， 
1995. 
• Mukaida， Lori. The Impact of Multimedica on Education組 dInformation Access 
in Developing Countries: A Perspective on the Pacific Islands Region， 11th World 
Communications Forum， UNU， Octorber.26・27，1995. Ta加hashi，H. et al.A τ'ropi-
cal Medicine Database On The Inもernet，Proceedings Of The Japan Association For 
International Health， 1995， (in press). 
・吉崎正弘:マルチメディア時代の社会と法(1)"時の法令No.1512，57-69， (平成7年 12
月30日号).
↑15 http://官官官・rerf. or. jp/ 








































































富士通 S-4/2，モノクロ 19インチディスプレイ，主記憶 48MB，二次記憶1.5GB 
ーサーバ WS9台
富士通 S-4/LC，モノクロ 17インチディスプレイ，主記憶16MB，二次記憶 660MB
ーディスクレスクライアント WS16台





富士通 S-4/2，カラー 21インチディスプレイ，主記憶 48MB，二次記憶1.5GB
ーメール，ニュース，ネームサーバ 1台
富士通 S-4/IP，モノクロ 17インチディスプレイ，主記憶 24MB，二次記憶1.3GB
-専門教育 WS(モノクロ)19台
富士通 S・4/IP，モノクロ 17インチディスプレイ，主記憶 8MB，二次記憶 660MB
-専門教育 WS(カラー)5台
富士通 S-4/IP，カラ-17インチディスプレイ，主記憶 12MB，二次記憶 660MB
-画像処理用 WS1台












































図 2 セグメン ト分けによるネットワークトラフイツクの軽減






















図 4 NEECSsystem2 
3.3.1 ネットワーク
図4からわかるように学科のパックボーンネットワークを ATMスグ ッチ(3comCELLplex 
























このシステムは、 10台の CPUサーバ(日本電算機 J85/110主記憶 128MB，ディスク




















テムの WS(SGIIndy Webforce主記憶 64MBディスク 1GB)2台、フルカラープリンタ
(FUJI XEROX Acolor 935)1台、データベースサーバ (NECEWS4800主記憶 64MBディ



























































されている。学外との通信速度は、平成6年度に 64Kbpsから 1.5Mbpsに、そして平成 7
年の 11月には 6Mbpsに増速され、この l、2年の聞におよそ 100倍高速化され、また、
















































• WWW(World Wide Web) 
































































































































































































会Jが9月 18日に設置された。 9月末にようやく予算の内示があり、 10月末に正式な
仕様書及び総合評価基準が決定した。





































































144ホ63*25 I 0.8KW 
155-UTP x 4 
155・MMF，100bωeTXI 43*50*22 I 0.5KW 
lOb拙 e5，fddi， etc 



















|インターフェース I W*D*H(cm) I消費電力
I fddi， 100b掛 eTX I 49*32*14 I O.lKW 
10baseT x 25 
lObaseFX， lObase5 















































































































































































































穣幕直Eロ) |インターフェース IW*D*H(cm) I消費電力|台数
100baseTX hub 100baseTX x 8 16*24*6 0.03KW 25 
(GjJ F:槌 tHub100Lite) 
lObaseT swiもchinghub lObaseT x 25 49*32*14 O.lKW 50 
(GjJ FastSW 2100) 100b剖 eTXx 2 
lObaseT hub lObaseT x 8 30*15*5 O.OlKW 100 





























Inもerne七系情報サービス IUltra1 mode1140 42*45*11 l 
システム(センター) I 8820 mode1150 43曳42*10 1 
8-4 Leia2 30*28*7 
、I8820 mode1150 43*42*10 7 2 
FMV-5100D5 42*42ホ13 2 
8820 mode1150 43キ42*10
FMV-5100D5 42*42本13 50 
FMV・575NA/T 30*27*6 











































































・今回の ATM(155Mbps回線X2)用 マルチモード 4芯
-ATM回線増強用 マルチモード 2芯


























も使用できる、 ANSIEIAJTIA 568Aカテゴリ 5準拠の UTPケープル↑7をスター状に敷設
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i パッ チ 川I(mo山 j…a叫
図 4 屋内配線のイメージ図


















































































[1] A. Alles， (設楽常巳監訳).ATMインターネットワーキング.日経BP出版， 1995.





















































































































































UNIX基本コマンド入門 0.25 0.25 
ID、パスワードに関する知識 0.25 0.25 
Emacsの利用 0.5 0.5 
電子メールの読み方 0.5 0.5 
電子メールの出し方 0.5 0.5 
電子ニュースの読み方 0.5 1.0 
電子ニュースの出し方 1.0 1.5 
ファイル転送 0.5 0.5 
wwwの利用方法 1.0 1.0 
HTML言語を用いた情報発信 1.0 1.0 
日本語LaTeXによる文書作成 3.0 4.0 
表計算ソフト利用方法 2.0 3.0 
















































































ポート」第 13号 pp.44-491994.3 
[2] 森山 「一般情報処理教育のあり方 でネットワーク上での討論-J長崎大学総合情









































































































































































































































































長崎新聞 平成 7年 10月4日
朝日新聞 平成 7年 10月5日朝刊(西部本社、東京本社)
西日本新聞 平成 7年 10月5日朝刊及び平成8年 1月5日ローカル面
長崎放送 (NBC) 平成7年 10月5日(r報道センター NBCJ内)
テレビ長崎(KTN) 平成7年 10月5日及び平成7年 1月7日
(共に rKTNスーパータイムj内)
長崎文化放送(NCC) 平成7年 10月 12日(rNCCニュースウェープj内








ポートJ第14号 pp.85-100 1995.3 































































項 日 総数 1日平均
アクセス要求 24461 205.6 I 
転送要求画面数 18340 154.12 
転送終了画面数 17825 149.79 
転送データ量 (MB) 719.98 6.05 
要求克ホスト数(述べ) 5677 47.4 





































































分類 ドメイン数 ドメイン数 ホスト数
ac 610 183 530 
ad 74 11 101 
co 2132 170 198 
go 146 27 46 
or 520 84 807 
ntt l 1 20 
kek 1 3 





















































































順位 回数 内容(種別) 順位 回数 内容(種別)
788 被害地図(画像) 11 144 被害地域概要 (8JI8)
2 448 爆風による被害(画像) 12 127 西森名誉教授講演 1(JI8)
3 405 被害地域概要 (JI8) 13 96 外傷 (JI8)
4 355 被害地域概要(英語) 14 93 被曝線量と死亡率(英語)
5 319 放射線による被害(画像) 15 89 被害種別概要 (8J1S)
6 282 熱線による被害(画像) 16 85 西森名誉教授講演 1(JI8)
7 259 資料センターより(英語) 17 80 資料センターより (SJIS)
8 256 被害種別概要(英語) 18 79 被爆者データベース (JIS)
9 236 被害種別概要 (J1S) 19 78 被爆者データベース(英語)



























































t18 http://copper . UC8 • indiana. edu/ ] ap.回 /w2.html






順位 回数 ページ URL
1 1349 http://www.ntt.jp/SQUARE/index-j.html 
2 302 http://www.ntt.jp/WHATSNEW/index-j.html 
3 279 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/home.html 
4 253 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/nagasaki/a-musium-E.html 
5 189 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/homeづis.html
6 170 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/home-sjis.html 
7 133 http://www.peak.org/司anneng/nagasaki_links.html
8 102 http://www.cc.nagasaki四 u.ac.jp/home-euc.html
9 94 http://www.smn.co.jp/JPN/bulletin/index.html 
10 87 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/nagasaki/nagasaki四 city-E.html
11 84 http://www.hike.te.chiba-u.ac.jp/index.html 
12 61 http://www.cc.nagasaki-官 .ac.jp/nagasaki/nagasaki-city-jis.html
13 60 http://www.csj.co.jp/J/Yel1owpage-j/info.html* 
14 59 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/nagasaki/nagasaki-city-J.htm1 
15 57 http://www.cc.nagasaki-u.ac.jp/nagasaki/a-bomb-E.html 
注:13位のhttp://www.csj.co.jp/J/Yellowpage-j/info.htmlはCSJ(サイバーネットスペー
スジャパン)が扱っているリンク集であるが、現在は移転しているt10

























































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月
ii:研究口:教育甑:事務総:運用
ジョブ件数(利用目的別)
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月

















































































































































































































































































































































































































































研究利用 90.6 % 
事務利用 6.1% 
教育利用 3.3 % 
磁気デ‘ィスク使用量(利用目的別)
教育利用 0.8 % 研究利用 78.5% 











































































































































































S57 S58 S59 
ジョブ件数
















































































































































































































































































































































































































S57 S58 S59 S60 S61 S62 S6~ H 1 H2 H3 HI1 H5 H6 H7 
ラインプリンタ出力量
。





















































































その他 1. 4 % 




























事務利用 1. 5 % 








































































































































































三手足支 7 壬手三 寸三T ンタ一一翼長宅毎日 EZ志

















































































































情報処理繍習 ソフトウェア工学 ソフトウ L7演習 情報処理演習 情報処理摘習
全学教育(江島) 工・材料(修行) 工・織構(蘇山) 全学教育(議山) 全学教育(鶴}
水
シミュレーション工学 ソフトウェア演習 ソフトウェア演習 シミ aレーション工学
工・楠造(修行) 工・機械(轟山) 工・織械(藤山) 工・構造(修行)
卜一一 十一
木
情報処理演 習 教育方法・技術演習 教育方法・妓術演習 情報処理演習
全学教育(雌村) 教育学歯車{野崎) 教育学部(藤本) 全学教育{鈴木)
金 情報処理 演習 情報処理演習
全学教育(和泉) 全学教育(進)
』一 一一一一一ー一→一一一一 一一一一一一一一一一一ーー一←一一一一一---'-一一
経済学部 4階 {火 10:30-12:001辺見))通年 商科短期大学部{月 11:50-21:ω(川場))
平成 7年度後期第 l端末室利用






情報処理演 習 情報処理演習 情報処理演習 情報処周演習






情報処理演 習 情報処理演習 情報科 学 情 報 科 学 情報科学
全学教育(古賀) 全学教育{志堂寺) 医短(中村) 医短(中村) 医短(中村)
金
機械情報処理 情報処理演習 総 合 英 語
E・機械(本須) 全学教育{温谷) 全学教育(鈴木}
一一 L一一ー一 一ー
併済乍部，1附 (火 10:30-12:001辺見)通年(木14:30-11:40寺村} 陶短(月 11:50-21 :00川楊)(金11:50-21 :00 !且R!I
101-
5.平成7年度センター利用申請穎吾質
部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
【研究用課題】
教育学部 国 圭回五ロ 教 育 教綬 山口 康子 日本語の多角的研究
11 助教授 勝俣 隆 国語国文字関係の研究成果、各大学の研究者
の学位論文、各大学の所蔵図書等の検索
11 助教授 中原 豊 国文学研究のための文献検索
地 理 学 助教授 西原 純 戦後の流通システムの変化
11 助教授 西原 純 長崎における居住構造の分析
11 助教授 西原 純 日本都市システムの研究
11 助教授 西原 純 メールシステムの利用と研究
11 助教授 西原ー 純 企業城下町研究(都市群システム)
11 助教授 西原 純 企業城下町研究(居住構造)
〆， 助教授 西原 純 企業城下町研究(炭鉱町)
11 助教綬 西原 純 企業城下町研究(景観構造)
11 助教授 西原 純 地理的事象の統計的解析
数 AイdニL 教 育 教授 菅原.民生 マンデルプロー集合
11 教授 菅原 民生 ジュリア集合
11 教授 鷲尾 忠司 代数関数論
11 教授 鷲尾 忠司 代数系
11 教授 鷲尾 忠司 ~数論
11 助教授 北村 右ー ネパールデータの処理
11 院生 作本 浩二 複素関数の研究
物 理 学 教授 福山 豊 物理教育の数値計算と統計処理
11 教授 福山 豊 物理教育の情報検索
地 員寸.. 与 教 綬 荒生 公雄 太陽放射の気象および気候学的作用
11 教授 荒生 公雄 長崎市の気象環境
11 教授 荒生 公雄 気象統計解析 . 
助教授 近藤 寛 海底堆積物中の脂質組成の研究11 
理 手ヰ 教 育 助教授 山路 裕昭 科学カリキュラム改善のための基礎的研究
11 講師 富山 哲之 原子変位シミュレーションとそのセラミック
ス結晶欠陥への適用
保 健 体 育 助教授 山内 正毅 運動中の情報処理能力と hemispheric
specializationとの関係
11 講師 中山 雅雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究
技 体? 教 育 助教授 藤木 卓 コンビュータネットワークの教育利用
家 政 教 育 教授 鈴木 j享 繊維の物理的性質に関する研究
11 教授 玉利 正人 c-p化合物の栄養生化学的研究
学 校 教 育 教授 上薗恒太郎 子どもの死の意識研究
教 育 助教授 井口 均 モータスキルに関する認知心理学的研究
11 助教授 井口 均 子どもの生活調査の統計分析
経済学部 理 論・計量経済 教授 藤森 利美 環境データの統計解析
11 教擬 高島 忠 経済成長政策の国際比較
11 助教授 赤石 孝次 個人所得税と法人所得税の流合






部 局 学科 ・学科目 身分 氏 名 課 題
経済学部 国 際 開 発 教授 ノくスー ラグ 計量経済学
" 助教授 藤田 渉 -情報処理を取り入れた授業のための準備
-経済統計データを用いたクロスセッション
" -時例分析
経営行動・情報システム 教授 山下 正喜 会計システムの研究
" 助教授 村田 嘉弘 非線形可積分系の構造について
応用ファイナンス 教授 内回 j設 金融構造の組織分析
" 助教授 須斉 正幸 金融機関の地域構造の実証分析
医 ，寸告会一 部 生 イヒ 学 助教授 宮西 隆幸 ミオシンATPaseの立体構造解析
11 助教授 宮西 隆幸 蛋白質の構造と機能
11 講師 中山 享 1.蛋白質の分子進化
- 2.蛋白質の立体構造予測l
衛 生 学 教授 斉藤 寛 対馬における脳卒中登録の解析
" 助教綬 守山 正樹 思春期の身体発育の解析
" 講師 岩田 孝吉 老健法健診の効果に関する研究
" 技官 横尾美智代 噴火災害被災校児童の日常生活に対する認識
" 院生 伊藤・恵子 健康情報のネットワーク作成
" 院生 山崎 富浩 離島におけるさまざまな健康指標の解析
公衆衛生学 教授 竹本泰一郎 慢性疾患の疫学
fI 教授 竹本泰一 郎 熱帯における高度順応
" 教授 竹本泰一 郎 島唄生態における健康問題
/1 教 授 竹本泰一 郎 国際保健
" 教授 竹本泰一郎 地域医療システム
" 教授 竹本泰一郎 難病のホームケア
" 講師 和泉 喬 漁村保健
" 院生 田川 宜昌 地域老人保健に関する疫学的研究
fI 院生 マスワンヤ 日本と発展途上国におけるAIDSの健康教育
内科学第二 講師 河野 茂 ネットワークを利用した情報収集
眼 科 学 教授 雨宮 次生 目と栄養
" 助教授 大平 明弘 虚血網膜におけるスーパーオキサイドシステ
ムターゼの研究
薬理学第二 院生 芝口 浩智
" 院生 松本 正順
" 特別研 高田 晃平 神経伝達物質の検索
究生
原 研 先天異常部門 教授 新川 詔夫 遺伝子情報の検索
fI 講師 陣野 吉蹟 遺伝子情報の検索
fI 技官 森 祥子 遺伝子情報の検索
" 院生 江頭 昌幸 遺伝子情報の検索
原爆資料セント 資料調査部 助手 本田 純久 高齢者の骨粗影症と生活習慣に関する疫学的
研究




部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
医学部附属 第 内 手ヰ 助手 調 漸 米国、国立衛生研究所との神経芽細胞種増殖
病 院 因子の同定に関する共同研究
11 医 員 松本 武浩 B型肝炎ウィルス母子感染
11 医 員 鶴田正太郎 ATBFI遺伝子の機能解明
ノI 医 員 酒巻 宏行
11 研修医 西村 大介 インスリン依存型糖尿病の成因
11 医局員 長郷 国彦 神経変性機構の解明
11 医局員 馬詰 裕之 AFP産生機構の解明
11 医局員 木村 侍典 自己免疫性甲状腺疾患の病因の解明
11 医局員 大黒 A子~与L ウィルス肝炎の病態解明
11 研究生 本村 政勝 Lambert-Eaton症候群の発症機序について
11 研究生 井石 圭子 肺癌細胞におけるHGFの作用の検討
児 科 講師 松坂ー哲 1 脳波、生体信号の発達特性
11 院 生 カルロス Pediatric Caediology-小児科の心臓
目良 科 講師 北岡 隆 網膜におけるサイトカイン、成長因子の研究
11 助 手 i掌悶 恭央 網膜におけるエンドセリンの働きに関する分
子生物学的研究
第 外 科 研修医 光 武・ 範吏 外科学一般




産 婦 人 科 助教授 石丸 忠之 Repro duetime En do crinology 
11 院 生 オルテガ エンドセリンーレセプタ (ENDOTHELIN
-Receptor)の研究
歯 学 部 口腔解剖学第一 助手 真鍋 義孝 形質人類学における統計処理
口腔 解 剖 学 第 二 教授 高野 邦雄 細胞・生物学分野における学術情報の収集
口腔生理学 助手 宮本 武典 味覚研究に関する情報収集
11 院 生 木村 博幸 ニューロコンビュータの生理学的応用
11 院 生 孟 楊 下顎運動と岨鴫筋活動の関係の解明
口腔生化学 助手 馬場 友巳 文献・情報検索
11 助 手 小野 俊雄 文献・情報検索
11 技 官 小 早 川 健 文献・情報検索
口腔病理学 助手 柴田 恭明 唾液腺種規の細胞生物学的解析
11 助 手 藤田 修一 口腔悪性腫蕩における癌関連遺伝子の検索
口腔細菌学 助手 大原 直也 抗酸菌抗原蛋白質の同定及び生物学的活性の
研究
11 助 手 内 藤真理子 抗酸菌・抗原蛋白質の精製及び、免疫、生化
学的活性の研究
11 助 手 松本 壮吉 組み換えBCGワクチン(マラリア、エイ
ズをタ.ーゲットにした)
11 院 生 和田 尚子 抗酸菌抗原性蛋白質の研究
11 院生 西山 毅 抗酸菌リボゾームタンパク質の免疫的特性に
ついて




部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
歯 Aでf: 部 口腔外科学第一 院生 上谷 猛 ネットワーク上での遺伝子のホモロジーサー
チ
歯科薬理学 助教授 坂井 英昭 細胞機能に対する蛋白質分解酵素の関与に関
する研究
1/ 院 生 宮崎由美子 ネットワーク利用による遺伝子配列ホモロジ
一検索
1/ 院 生 池田 仁 子 ネットワーク利用による遺伝子配列ホモロジ
一検索
歯科理工学 助手 有働 公 ー 歯科用貴金属合金の物性
1/ 助 手 田中 康弘 歯科用合金の物性研究
予防歯科学 助手 林悶 秀明 歯周病関連細菌のリボーソーム蛋白質遺伝子
の解析
歯科矯正学 教授 小林 a 和 英 矯正力の伝達機構
1/ 助教授 鈴木 弘之 頭骨のリモデリングと応用力の関係について
1/ 助教授 鈴木 弘之 外科矯正手術シミュレーション
1/ 助 手 吉田 教明 磁気測定システムによる歯の変位様相の解析
1/ 院 生 吉田 憲弘 破骨細胞に関する情報収集
歯科保存学第一 講師 久保・至 誠 歯科材料の研究
1/ 助 手 川口 政蹟 根尖性歯周疾患の機序に関する研究
歯科補綴学第二 院生 佐藤 博信 顎機能に関する補綴学的研究
歯科放射線学 教綬 中村 卓 分子生物学に関する情報検索
1/ 講 師 大喜 雅文 コンピュータによる医用画像処理
歯学部附属 予 防 歯 手ヰ 講師 川崎 浩二 歯牙硬組織の税灰と再石灰化
病 院 矯 正 f4 講師 丸山 陽市 MEMi去による生体信号処理
歯科麻酔科 教授 大井久美子 歯科麻酔学
1/ 勤 手 獄崎 理英 障害者歯科医療、全身麻酔
1/ 医 員 田川てる み 障害者歯科医療
1/ 院 生 松尾 {言 麻酔と薬力学 . 
1/ 院 生 松尾 抗不安薬と神経伝達物質
薬 学 部 薬 剤 $ 院生 柏木さっき 薬物の経眼粘膜吸収について
1/ 院 生 富山 直樹 臓器表面からの薬物の吸収に関する研究
(MEDLlNEによる文献検索)
1/ 院 生 山村 賢三 経眼段与時の薬物送達システムの開発
CMEDLINEによる文献検索)
薬品生物化学 助教授 榊原 隆三 タンパク質の構造と機能
1/ 助 手 富永 伸明 ネットワークの利用
薬 物 学 教授 金戸 洋 麻薬性鎮痛薬の耐性・依存形成に関する研究
1/ 院 生 中尾 薫 • MEDLINEによる文献検索
-薬物依存に関する研究
薬 化 A千~与 助教授 松田 芳 郎 分子軌道法の研究
薬品製造化学 助教授 畑山 範 ネットワークの利用
薬品合成化学 教授 松村 功啓 有機合成化学・化学情報検索
1/ 助教授 木下 敏 夫 分子軌道法の利用研究
薬品物理化学 教授 藤凹佳平衛 ネットワークの利用
1/ 助教授 八木沢暗記 酸素の作用機構の研究
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薬 A子.，弘 部 衛 生 化 学 助教授 有薗 幸司 微量元素の生理作用に関する研究
薬品分析化学 教授 秋山 修三 ネットワークの利用
11 助教授 中島 憲一郎 ネットワークの利用
11 助手 黒田 直敬 ネットワークの利用
放射薬品学 教授 渡漫 正己 放射線発がんに関する研究
11 助教授 児玉 靖司 放射線発がんに関する研究
生 薬 A千>4・教俊 河野 功 天然有機化合物のX線構造解析
11 助教授 田中 F釜 天然有機化合物の生理機能解明
薬品製造工学 教授 芳本 忠 蛋白質及び核酸の情報解析
11 教授 芳本 忠 データベースの利用
11 助教授 伊藤 潔 データベースの利用
11 院生 石川 小玲 ネットワークの利用
11 院生 北野ー敦子 ネットワークの利用
11 院生 田辺 哲朗 ネットワークの利用
11 院生 宗安 正俊 ネットワークの利用
11 院生 椛島 カ ネットワークの利用
工学部・機械 団 体 力 A千品ん 教授 今井 ・康文 機械材料の弾塑性変形と強度
材料システム学 助教綬 翼谷 捷郎 FEM計算およびデータ処理プログラム作成
11 助教授 高瀬 徹 応力解析
11 助教授 高瀬 3敏 有限要素法による弾塑性解析
11 技官 梶 聖悟 材料の強度について
11 院生 高尾 信行 有限要素法による切欠き部の応力解析
11 院生 岩原 力 線形切欠力学による切欠き部の累積償益疲労
評価
11 院生 井手 口和朗 二段二重疲労による累計損傷に及ぼす表面加
工層の影響
設計システム学 教授 t甫 震 摩耗機構解析計算法
11 助教授 川添 強 トライボ機構の解析
11 技官 森高秀四郎 玉納受の運動解析
11 院生 城崎 喜彦 フレッチング磨耗の数値解析
11 院生 船倉 寛 凝着点成長機構に関する研究
11 院生 菊地 暁浩 トライボメータにおける摩擦・磨耗実験にお
ける現象の数値解析
11 院生 山口 啓 キーレス・テーパー結合部表面の数値解析
ける現象の数値解析
11 院生 進谷 忠司 ノ、ィドロプレーニング現象の数値解析
加 工システム学 教授 西国 知煩 CAD/CAMに関する研究
11 助教授 扇谷 保彦 自由曲面加工アルゴリズムの開発
11 技官 小島 龍広 NCプログラミング支援システムの構築
ん， 院生 松崎 道治 動力伝達用プラスチック歯車の振動騒音特性
に関する研究
11 院生 山本 一徳 CAMエキスパートシステムに関する研究
11 院生 松本 隆 志 動力伝達用プラスチック歯車の振動・騒音特
性に関する研究
機械制御学 教授 石松 隆和 サーボモータの最適制御
11 助教授 森山 雅 雄 リモートセンシングデータ処理
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工学部・機械 機械 制 御 学 技官 今井 j青手IJ 人体の3次元形状計測
11 院生 石田 浩史 産業用ロボッ卜によるアーク溶接のための
3次元ビジョンセンサ
ん， 院生 美馬 一彦 DSPを用いたDCサーボモータの制御
11 院生 山本 正幸 大型構造物の 3次元自十点IJ
11 院生 武次 孝 大規模構造物の 3次元計調IJ
11 院生 綿瀬 智晃 溶接用ロボットの協調制御
機械情報処理学 教授 木須 博行 一般逆行列による接触問題の解析
11 教授 木須 博 行 ナピエーストークス方程式の境界要素解析
11 教綬 木須 博 行 非定常熱応力の計算
11 教授 木須 博行 衝撃問題の数値解析
11 教授 木須 博行 境界要素法についての研究
11 教授 木須 a 博行 境界要素法についての研究
11 教綬 木須 博行 境界要素法についての研究
11 教授 木須 博 行 境界要素法についての研究
11 教授 木須 博行 境界要素法についての研究
11 教慢 木須 博 行 境界要素法についての研究
11 教授 木須 t専行 境界要素法についての研究
ん， 教授 木須 博 行 境界要素法についての研究
11 教綬 木須 博行 境界要素法についての研究
11 教授 木須 博行 境界要素法についての研究
11 技官 豊福 重吉.境界婆素法についての研究
11 院生 福岡 孝紀 境界要素法についての研究
11 院生 楊 向東 境界要素法についての研究
11 院生 猪口 哲也 境界要素法についての研究
11 院生 辻本 和哉 境界要素法についての研究
11 院生 深田 敏臣 境界要素法についての研究
11 院生 竹井 秀樹 境界要素法についての研究
11 院生 川回 直之 境界要素法についての研究
11 講師 下本 陽 一 H∞制御理論に関する研究
流体エネルギー工学 教授 児玉 好 雄 多翼ラジアルファンの研究
11 助教授 林 秀千人 翼まわり流れの数値解析
エネルギーシステム学 教授 石田 正弘 テ・イーゼル燃焼モデルの研究
11 助教授 植木 弘信 ディーゼル機関に関する研究
11 劫手 坂口 大 作 遠心送風機に関する研究
11 劫手 路 賓 峰 テ'イーゼルエンジンの燃焼に関する研究
11 技官 黒川 清司 テ'イーゼルエンジンの燃焼解析
11 院生 梅岡 尚 海域浄化用装置に関する研究
ん， 院生 湯田 健二 タeプルアクテイング波動ポンプの性能解析
11 院生 赤嶺 征司 空気混合ジェットポンプによる海洋浄化に関
する研究
熱エれレギー工学 教綬 茂地 徹 伝熱の言十算
11 教授 茂地 徹 外部流動沸騰熱伝達の研究
11 教授 茂地 徹 熱力学の計算
11 教授 a茂地 徹 膜沸騰熱伝達の解析
11 教授 茂地 徹 熱物性値プログラム・パッケージPROPATH
の開発
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工学部・機械 熱工事ルギー工学 教授 茂地 微 冷媒熱物性値のプログラムパッケージの作成
/1 助教授 桃木 悟 冷媒の管内蒸発熱伝達に関する研究
/1 助 手 山田 自召 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研究
/1 助 手 山田 自召 伝熱促進に関する研究
工学部・電情 電磁エネルギー学 教授 小山 純 ACサーボモータに関する研究
/1 助教授 樋口 間。 リニアモータの最適設計に関する研究
〆， 助教授 樋口 同4半波整流ブラシなし同期電動機の解析
/1 助教授 樋口 岡4有限要素法による永久磁石モータの解析
/1 技 官 岩永 雅洋 交流励磁併用方式ステッピングモータの解析
/1 技 官 筒井 宣雄 三相サイクロコンパータの高調波解析
/1 技 宮 野村 謙次 レーザ通信に関する研究
システム制御学 教授 山田 英二 パワーサイリスタの応用に関する研究
/1 助教授 辻 峰男 制御理論の応用に関する研究
/1 助教授 辻 鶴男 制御系の設計に関する研究
〆F 助教綬 松田 良信 プラズマ中の原子・分子過程解析
/1 助 手 泉 勝弘 計算
11 助手 泉 勝弘 計算
11 技官 浦 憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究
電子デバイス学 教授 福永 博俊 強磁性体の磁化過程の計算機シミュレーショ
ン
11 助教授 伊藤 員 あひる解の解析
11 講師 金井 泰久 磁気研究
情報通信学 教綬 田中 和雅 レーザ通信に関する研究
11 助教授 田口 光雄 線状アンテナの解析
11 助教授 田中 俊幸 電磁破放射に関する理論的研究
11 技官 岩崎 昌平 レーザ通信に関する研究
工学部・電情 情報システム学 助教授 鶴丸 弘昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究
11 講師 中村 千秋 電気情報工学科LAN試験の接続試験
11 院生 北島 望 磁性材料の磁気特性に及ぼす粒間相互作用の|
影響
工学部・構造 構造解析学 教綬 崎山 毅 補剛アーチの複合非線形挙動に関する研究
11 教授 崎山 毅 補剛アーチの動的挙動に関する研究
11 教授 崎山 般 アーチの耐荷力解析
11 教授 崎山 毅 斜板の曲げ解析法に関する研究
1/ 教 授 崎山 毅 直線および曲線梁構造物の振動応答解析
11 教授 崎山 毅 矩形板および斜板の動的応答解析
11 教綬 崎山 毅 変断面柱の耐荷力解析
11 教授 崎山 毅 GREEN関数を用いて、リブアーチの固有振動
解析
1/ 教 授 崎山 毅 種々の境界条件を有する変厚矩形の固有振動
解析
11 教授 崎山 毅 地震力を受ける曲線橋の移動特性
11 教授 修行 稔 立体トラス構造物の非線形挙動
11 教授 修行 稔 鋼構造物の非線形挙動
11 助教授 吉武 俗 クローン摩擦をともなう振動系の解析
L-ーーー
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部・構造 構造解析学 助教授 吉武 裕 構造物の非線形振動の解析
/1 助教授 松田 浩 FEMによる幾何学的及び材料非線形解析
/1 助教授 松田 浩 高耐久性埋設型枠の設備間隔に関する研究
/1 助教授 松田 浩 板およびシェル構造物の簡易解析法
/1 助教授 松田 浩 偏平シェルの複合非線形解析
/1 助教授 松田 浩 離散的近似解法による鋼橋の解析
11 助教授 松田 浩 住および梁構造物の衝撃応答解析手法に関す
る研究
11 助手 森田 千尋 偏平シェルの耐荷力解析
/1 助 手 森田 千尋 変厚板の面内耐荷力に関する研究
11 技官 阪上 直美 FORTRANプログラムによる数値計算に
ついて
/1 技 官 阪 上 ー 直 美 電子メール利用
構造システム学 教授 小森 清司 部分荷重をうける床板の応力解析
/1 教 授 小森 i青司 PC板埋設型枠を用いた鉄筋コンクリー卜床ス
ラプの応カ解析
11 教綬 小森 清司 鉄筋コンクリート床スラブの耐力とたわみ
/1 教 授 築地 恒夫 情造物の解析
/1 教 授 築地 恒夫 低次元モデルによる板の変形解析
/1 教 授 築地 恒夫 レイリ・リッツ法による力学問題の解析
/1 教 授 築 地 恒夫 曲線はりの振動
/1 教 授 築地 恒夫 板構造物の塑性解析
/1 教 授 築 地 恒夫 有限要素法によるねじれた板の振動解析
11 教授 築地 恒夫 回転している板の振動解析
/1 教 授 末岡 禎佑 鉄筋コンクリート耐震壁の非線形解析
/1 教 授 末岡 禎佑 鉄筋コンクリート耐震壁の非線形解析
11 助教授 原因 留夫 コンクリートの強度及び変形挙動に関する
研究
/1 助教授 原因 哲夫 定着用膨張材を用いた連続繊維緊張材の電着
部の挙動解析
/1 助教授 馨原 真一 鉄筋コンクリー卜部材のせん断性状に関する
研究
/1 講 師 勝目 順一 疲労き裂先端の変形挙動解析、板曲げ加工に
おける板のシュミレーション解析
/1 助 手 李 責IJ 平 水平力とねじを繰返して受ける銅板の構内外
累積変形発生機構の解明
/1 技 官 白j賓 敏行 コンクリートの非線形解析法に関する研究
11 技宮 自演 敏行 開口付き耐震壁を有する構造物の研究
/1 技 官 山下 務 レイレ・リッツ法による構造物の解析
/1 院 生 新名 硲至 幽率・ねじれ率を有する変厚板の振動
11 院生 胡 夏夏 曲率・ねじれ率を有する積層板の娠動
工学部・社会 社会基盤工学 教授 後藤恵之輔 リモートセンシングの土木工学への適用に関
する研究
/1 教 授 後藤恵之繍 舗装構造の最適設計
/1 教 授 後藤恵之鋪 地すべり防止抗の力学的挙動に関する研究
11 教授 後藤恵之輔 人工衛生データの利用開発
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部・社会 社会基盤工学 助教授 棚橋 由彦 土構造物の応力・変形・安定解析
11 助教授 棚橋 由彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究
11 助教授 棚橋 由彦 土質力学演習
〆I 助教授 棚橋 由彦 三次元浸透流解析とその応用
11 助教授 棚橋 由彦 歴青材料を塗布した鋼矢板の効果判定に関す
る研究
11 助教授 棚橋 由彦 土砂災害の統計処理
11 助教授 岡林 隆敏 走行車両による道路橋の不規則応答解析
工学部・社会 社会基盤工学 助教授 岡林 隆敏 確率論的構造力学に関する研究
" 助教授 岡林 隆敏 縮継手部段差による道路橋振動と動的倍率に
関する研究
" 技官 永田 正美 ケーブルの振動
" 院生 花壇 博史 変動車自力と面内荷重を受けるケープルの非線
形振動解析
" 院生 太田 晶一 偏平アーチの非線形振動とカオス解析
" 院生 太田 品一 偏平アーチの非線形振動とカオス解析
" 院生 阿比留勝吾 板の大変形の解析
" 阪t生 阿比留勝吾 板の大変形の解析
" 院生 藤井 真 雲仙のア ンケー ト 集計
1.〆 院生 藤井 真 雲仙のア ンケー ト 集計
" 院生 山口 健 市 面内対称加振を受けるケーブルの非線形逆対. 
称分岐応答
" 院生 山口 健 市 面内対称、加娠を受けるケープルの非線形逆対
称分岐応答
環境開発工学 教授 富樫 宏由 湾水振動解析
" 教授 富樫 宏由 河川内振動の解析
" 教授 野口 正人 諌早湾防災干拓事業に伴う水環境変化の予測
" 教授 野口 正人 最新の流域情報を考慮した流出解析モデルの
開発 . 
" 教授 野口 正人 都市域雨水排除モデルの開発
" 助教綬 中村 武弘 内湾の海水交換に関する研究
" 助教授 中村 武弘 都市排水モデルの数値計算
" 助教授 中村 武弘 大村湾の流れの数値計算
" 助教授 中村 武弘 流れの数値計算
" 助教授 中村 武弘 洪水氾濫モデルの数値計算
11 助教授 余 錫平 波・流れの相互干渉に関する研究
" 助手 西国 渉 干拓による水環境変化予測
" 助手 薦田 贋章 非圧縮性粘生流体の数値計算
工学部・材料 電子物性学 教授 羽坂 雅之 金属間化合物における拡散と相変態
" 助教授 近藤慎一郎 鉄圭化物の物性研究
" 助手 森村 隆夫 規則合金における原子配列の統計熱力学的解
析
" 技官 中島 弘 道 材料の物性研究
" 院生 三原 伸 境界要素法による熱電素子の温度分布計算
組織物性学 助教授 香川 明男 凝固解析システムの開発
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部・材料 組織物性学 助手 平田 政博 Laves相型水素吸蔵合金を用いたニッケ
ル・水素化物二次電池の充放電特性
11 院生 釜リ 紅梅 鋳物凝固組織の予測
機能材料化学 教授 江 頭 誠 機能性セラミックスの開発
11 助教授 清水 泰博 半導体ガスセンサの開発
11 助手 高 尾 雄二 新規セラミックスの分子軌道計算
高次構造 材 料 学 教授 古川 隆久 ポリウレタンの綱目形成過程の研究
11 助教綬 平岡 教子 極性及びイオン性高分子の構造と物性
11 助手 椎葉 哲朗 高機能性エラストマーの開発
極限材料等 教授 小林 和夫 有限要素法を用いた構造用セラミックスの破
場シュミレーション解析
11 助教授 内山 休男 有限要素法を用いた構造用セラミックスの破
- 壊シュミレーション解析
11 助手 佐野 秀明 熱力学的計算による、セラミソクスの酸化挙
動評価
工学部・応用 生物有機化学 助教授 田中 修司 蛋白質の構造に関する研究
11 院生 原山 j導入 ディーゼル・アルダ一反応における計算化学
による解析(広島大学との共同研究)
11 院生 前回 朱子 蛋白質分解酵素によるペプチド合成
11 院生 福田 正人 ER法による電極/溶液界面における非ファラ
-デ一過程の速度論的研究(電気化学)
院生 岡本 欣也 ヘリコパクター・ピロリの産生するインター
ロイキン 8誘導物質の精製と性状
11 特別 富永 昌人 膜/タンパク質相互作用の電気化学的解明
研究員
工学部・共通 工業物理学 教授 金丸 邦康 物質ガス化の伝熱学的研究
11 教授 金丸 邦康 1昆相媒体による伝熱流動の数値解析
工学部 実習工場係 技官 里子中 明人 機械工作実習、 CAM演習への活用
11 技官 前回 政繕 工具鋼の熱処理技術に関する研究
11 技官 久田 英樹 工作実習・ CAM演習への活用
11 技官 辻下 栄 機械工作実習、 CAM演習への活用
水 産学部 航 法 科 学 助教授 合田 政次 数値流体力学の計算
11 助教授 塩谷 茂明 数値流体力学の研究
水産情報学 講師 高山 久明 漁船の安全性と性能評価に関する研究
海 洋 A子aゐ 助教授 松野 健 陸棚縁辺部における海水混合
11 院生 重 岡 宗敬 橘湾の海水交換に関する数値実験
漁 業 イヒ A子"" 研究生 今村かおり サメの磁場刺激に対する反応について
資源生物学 教授 夏刈 豊 頭足類の形態についての多変量解析
11 教授 夏刈 豊 資源解析に関する研究
11 教授 夏刈 豊 資源解析に関する研究
11 助教授 a白 木 原 因雄 水産資源動態に関する理論的研究
11 院生 寺島 優美 資源解析
部 局 学科・学科目 身 分 氏 名 課 題
水産学部 資源生物学 院 生 山本 昌幸 水産資源解析に関する数値シュミレーション
Fノ 院 生 ピリ ハリス タンガニア湖魚類の個体群動態
水産増殖学 助教授 石松 惇 赤潮プランクトンによる魚類へい死機構
11 研究生 沖 大樹 東ンナ海産キントキダイの年齢と成長及び生
殖周期
藻類増殖学 助教授 飯間 雅文 有用藻類の増養殖の研究
水族生理学 助教授 金井 欣也 魚類病原菌の分類
11 院 生 樋回 史郎 海産養殖魚類の病理組織学的研究
11 院生 コ ス タ マダイにおけるE.tardalこ関する研究
水産学部 水産利用学 教授 野崎 征宣 魚類タンパク質の変性と水の存在形態とに関
する研究
11 院生 エドアルド キチン・キトサンの機能特性に関する食品学
- 的研究
水産食品衛生学 教授 野口 玉雄 マリントキシンに関する研究
11 助教授 赤伎 宏 水産物中の有害科学物質の動態
練習船長崎丸 助手 小委 勝 海事衛星を利用してのTS処理
教 養 部 dし、 理 戸寸主4ゐら 講 師 志堂寺和IIJ モータスキルに関する認知心理学的研究
u 済 Aィ~ーL 教 綬 姫野 JI員一 情報検索
地 理 $: 助教授 高橋 誠 地理情報システム (GIS)を用いた農村
地域の社会経済変動分析
統 五十 $: 助教授 江島 {市輿 カテゴリカルデータの統計処理
数 学 教 授 西国 憲司 代数に関する数値の計算
11 助教綬 丸山 幸宏 非線形計画法における数値計算
物 理 A千"" 教 授 後藤 信行 非線形現象とカオス
11 教 綬 松島 最 イオン結品中のTe+型不純物による光の
発行及び吸収
11 教授 古賀 雅夫 計算機物理学の試み
11 教綬 古賀 雅夫 電子メール、電子ニュース利用
11 教授 大山 武彦 セラミックスの構造解析
化 学 教授 上 江田一雄 生理活性ペプチドの相互作用について
11 助教授 因遺 秀二 Pd-Y触媒のEXAFSによる構造解析
生 物 込十~包 教授 伊藤 秀三 対馬暖流域の生物地理研究
地 $: λ 教授 松岡 教充 植物性微化石の古生態学的研究
11 助教授 武藤 鉄司 地層の数理的解析
j虫 語 助教授 伊藤 秀 一 ドイツの文字と思想
保 鍵 体 育 教授 菅原 正志 体温調節能に関する研究および文献検索
11 教授 田原 靖 BE ヒトの身体組成と体力の関係について
11 教授 西津 目白 脳一側優位性からみた運動調節機構の研究
11 教授 田井村明博 身体的発育発連に関する研究
11 助手 金田 英子 インド・ネノfールにおけるエスニック・スポ
ーツについて
日本語・日本事情 教綬 福島 邦夫 学術情報センター、電子メール
熱帯医学 病原体解析部門 教 授 青木 克己 ケニアに於ける住血吸虫症の疫学的研究
研 勾ア今1?〕 所 11 教 授 神原 贋二 マラリアおよびトリパノソーマ症の研究
。，“
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
医療技術短大 作業療法学科 助手 上村 真紀 分裂病者の生活適応阻害要因の固定と社会復
帰システムの確率に関する研究
保健管理セント 教授 石井 伸子 健康診断データの統計処理
教授 石井 伸子 健康診断データの統計処理
助教授 湯川 幸一 長崎県民健康づくりのための基礎調査
技官 大坪 敬子 健康診断データの検索
地域共同研究 浦川 由紀
センター
環境保全センター 技官 田平 泰広 電子メールによる廃液回収についての調査及
び廃液内容物のデータ取り込み




経済学部 非常勤 辺見 一男 計算機プログラミング (60名)
講師
商科短大 非常勤 川場 隆 電算機概論(4 7名)
講師
11 教授 奥田 英舗 ゼミ(15名)
<前 期>
教育学部 講師 野崎 剛一 教育方法・技術演習 (61名)
助教授 藤木 卓 教育方法・技術演習 (61名)
工 学 部 構造工学科 教授 修行 稔 シミュレーシデン工学c11 5名)
11 材料工学科 教授 修行 稔 ソフトウェア工学(5 9名)
11 電 気情報工学科 助教授 藤村 誠 プログラミング演習(1 4 3名)
全学教育 一般情報処理教育 助教授 藤木 卓 情報処理演習 (50名)
11 11 助教授 江島 伸輿 情報処理演習 (44名)
11 11 助教授 森山 雅雄 情報処理演習 (50名)
11 11 助手 鶴 正人 情報処理演習 (23名)
11 11 助教授 藤村 誠 情報処理演習 (60名)
11 11 助教授 鈴木 弘之 情報処理演習 (61名)
11 11 講師 和泉 喬 情報処理演習 (45名)
11 11 助手 進 正志 情報処理演習 (51名)
薬 ふ子斗t与」 部 講師 野崎 剛一 医療薬剤学実習(18名)
<後 期>
教育学部 教授 金丸 邦康 教育方法・技術演習 (63名)
工 Aベf: 部 機械システム工学科 教授 木須 博行 機械情報処理c12 5名)
11 電 気情報工学科 講師 中村 千秋 情報化学概論 (50名)
11 構造工学科 教授 修行 稔 電子計算機概論(7 8名)
11 社 会開発工学科 教綬 岡林 隆敏 コンビュータ情報処理 (68名)
医療短大 般 教 育 教授 中村 岡IJ 情報化学(1 2 0名)
-114 
部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
全学 教育 一般情報処理教育 非常勤 鈴木千鶴子 総合英語 1(5 1名)
講師
1/ 1/ 講 師 志堂寺和 則 情報処理演習 (30名)
1/ 1/ 助教授 江島 伸興 情報処理演習(3 2名)
1/ 1/ 助教授 八木沢浩記 情報処理演習 00名)
1/ 1/ 助教授 黒川不二雄 情報処理演習(5 9名)
1/ 1/ 助教授 塩谷 茂明 情報処理演習 (43名)
ノF 1/ 助 手 花田 英輔 情報処理演習(3 7名)
1/ 1/ 教 授 古賀 雅夫 情報処理演習 (27名)
1/ 1/ 教 授 竹野下 寛 情報処理演習( 名)
商科短大 教授 奥田 英鱗 プログラミング実習 (31名)
医療短大 教綬 中村 岡4情報科学 (11 3名)
【事務用課題】
A千"- 生 部 入 試 課 事務官 山本 一 士CJ 入試事務システム
ん， 事務官 山本 一ーコ口t 入試事務システム
1/ 事務官 山本 -一ーでEと3 入試事務システム
事務官 山本 一回 =Et3 入試事務システム〆，
教 務 係 事務宮 杉本 博 幸 教務事務システム
11 事務官 杉本 博 幸 教務事務システム
1/ 事務官 杉本 博幸 教務事務システム
1/ 事務官 杉本 博 幸 教務事務システム
教 育学部 学 生 係 事務官 下回 勇治 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 下回 勇治 教務事務システム
経 済学部 教 務 係 事務官 早川 :n; 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 早川 :n; 教務事務システム
医 A寸lt 部 A千"- 生 係 事務官 石崎 義憲 教務事務システム
11 1/ 事務官 石崎 義憲 教務事務システム・
歯 学 部 1/ 事務官 宮本 年彦 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 宮本 年彦 教務事務システム
薬 ~ 部 Aでf:与 生 係 事務官 茂田 優 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 茂田 優 教務事務システム
工 Aザ"与込 部 教 務 イ系 事務官 青木 繁明 教務事務システム
1/ 1/ 事務宮 青木 繁明 教務事務システム
水産学部 学 生 係 事務官 中島 恭子 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 中島 恭子 教務事務システム
教 養 部 教 務 係 事務官 坂井 好 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 坂井 好 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 坂井 好 教務事務システム
教 養 部 教 務 係 事務官 坂井 好 教務事務システム
1/ 1/ 事務官 坂井 好 教務事務システム
附属図書館 情報管理課 事務官 戸川 和夫 目録業務用
1/ 1/ 事務官 戸川 和夫 システム保守用
1/ 参 考調査係 事務官 a下回 研一 情報検索用(NACS1 S-1 R)
1/ 〆I 事務官 下回 研一 システム保守用
1/ 医 ~込!.: 分 館 事務官 吉村 淳 情報検索用(NACS1 S-1 R)








薬学研究科博 士 課 程 1名
工学研究科修 士 課 程 6名
水産学研究科修士 課 程 9名
海洋生産科学研究科 2名
教 育 学 部 3 6名
経 済 学 部 4 6名
医 学 部 3 3名
歯 学 部 2 5名
薬 学 部 2 5名
工 ~ム 部 6 8名
水 産 込千忌~ 部 1 7名





(昭和 63年 4月8日規則第 6号)
(趣旨)





















































この規則は，昭和 63年 4月 8日から施行する.




(昭和 63年 4月 8日規則第 5号)
(趣旨)

















































































l この規則は，昭和 63年 4月 8日から施行する.
2 この規則施行後最初に任命される総合情報処理センター長及び最初に選出され
る運営委員会委員の任期は，第 5条第 3項及び第 7条第 2項の規定にかかわらず，
平成 2年 3月 31日までとする.




(昭和 63年 4月8日規程第 5号)
(趣旨)





































































2 長崎大学情報処理センタ一利用規程(昭和 54年 4月 27日規程第 7号)は，
廃止する.
附 則(平成元年 6月 26日規程事 32号)
この規程は，平成元年 7月 1日から施行する.
附 則(平成 5年 8月9日規程第 t6号)
この規程は，平成 5年 8月 9日から施行し，改正後の長崎大学総合情報処理セン
タ一利用規程の規定は，平成 5年4月 1日から適用する.
附 則(平成 7年 6月 30日規程第 11号)
この規程は，平成 7年 7月 1日から施行する.
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別表
総合情 報報処理センタ一計算 機 シ ス テ ム 利 用 料 金
区 分 負 担 金 の 額
演 算 負 担 金 演算処理時間 l秒につき O. 3円
ワークステーション負担金 演算処理時間 1分につき 3円
入 プ ン タ 出力
(うインプリi'J.オ7ィス1)i'J) lぺ二一ジにつき 3円
出
プ ン タ 出力
力 (力う-1りY夕、カラーコピー) lページにつき 100円
負 端末接 続時間 l分につき O. 5円
担 次の計算式に止る






















































































































































































































































































































































































































FAX (0958) 40-0534 

